
建
築
学
科

一

般

科

物
質
工
学
科

電
気
電
子
創
造
工
学
科

機
械
工
学
科

    

中 島  秀 雄 
( NAKASHIMA Hideo ) 

建築学科 教授 

（ 博士（工学） ） 
 

研究室ホームページ 

▷ 建築構造設計    ▷ 制振構造 

▷ 合成構造      ▷ 海洋建築物 

▷ 温度荷重      ▷ 火山噴火に対する建築防災 

▷  

テーマ１ 温度荷重に関する研究 

建築物は温度変化や日射の影響で伸縮し、ブレースの座屈

やコンクリート壁のひび割れなどの不具合を生じさせるこ

とがあります。本研究室では温度荷重の設定、解析、不具合

の防止など設計に直結する課題に取り組み、主に温度と変形

の実測や簡易な予測方法について研究しています。また、温

度荷重と風や雪などの荷重との組合せの効果や、温度応力の

繰返しによる構造物の疲労破壊についても研究しています。 

 

テーマ２ 火山噴火に対する建築防災 

 火山噴火の頻度は地震や台風より低いですが、ひとたび起

こると広域に被害を生じさせます。本研究室では火山噴火に

よる降灰等が建築物にどのような影響を与えてきたかを幅

広く調査するとともに、建築物の屋根がどの程度の降灰重量

に耐えられるかなどを検討し、地域の防災に貢献することを

目標としています。 

 

テーマ３ 建築物の性能設計の推進 

 建築物に求められる性能をわかりやすく表現する方法と

性能を満たすための計画の手法について研究しています。海

外の基準で建築物の性能がどのように数値的に表現されて

いるかの調査や、実在する建物がどのような性能を有してい

るかなど具体的な課題を設定して取り組んでいます。 

▷ 音楽 

▷ ジョギング 

▷ 山登り 

▷ 建築構造設計 

▷ 制振構造・合成構造 

▷ 温度荷重 

▷ 火山噴火 

▷ 海洋建築物 

▷ 建築物に作用する荷重、特に温度荷重、火山噴火による降灰荷重に関するご相談 

▷ 構造設計における性能設計、地震時の応答制御（免震、制振構造）に関するご相談 

▷ 建築物の耐震診断、耐震補強、免震レトロフィットに関するご相談 

専 門 分 野 

研 究 概 要 

趣 味 な ど 

キ ー ワ ー ド 

お 役 に 立 て そ う な こ と 

https://www.oyama- 
ct.ac.jp/A/labs/na 
kashima_lab/index. 
pdf 

    
  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

佐 藤  篤 史 
( SATO Atsushi ) 

建築学科 教授 

（ 博士（工学） ） 
 

研究室ホームページ 

▷ 建築環境工学 

▷ 福祉住環境（障害者・高齢者の温熱環境） 

▷  人間と建築環境の関わり 

我々は人工的に造られた環境の中で生活しています。近

年は設備技術の進歩により、快適な生活がおくれるように

なりました。一方で化学物質や微生物の発生、地球環境・

省エネルギー問題などの新たな課題も出てきています。 

 

居住者側の視点に立ち、安全で健康な室内環境のあり

方、環境負荷を与えない設備の使用方法を検討し社会にフ

ィードバックすることを目標に研究活動をおこなってい

ます。 

 

具体的には高齢者の使用暖房器具と経済性・安全性・温

湿度（乾燥、結露）の総合評価、あるいは障害者の身体特

性と設備の関連などです。 

▷ 音楽演奏（Jazz Sax） 

▷ 環境工学       

▷ 建築設備 

▷ 省エネルギ ー   

▷ 障碍者 

▷ 暖冷房設備   

▷ 高気密     

▷ 換気量 

１．住宅内のエネルギー使用と健康問題 

２．暑熱時の労働環境調査（WBGT 指数） 

３．建築物内の環境調査（温湿度・浮遊粉塵・CO2 濃度・騒音・照度、換気量などの測定） 

等 

専 門 分 野 

研 究 概 要 

趣 味 な ど 

キ ー ワ ー ド 

お役 に立 て そ う な こ と 

https://www.oyama- 
ct.ac.jp/A/labs/sa 
to_lab/index.pdf 
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